
イ
ン
フ
ラ
メ
イ
ド
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

　
政
府
が
イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
戦
略
を
発
表
し
た
の
が
２

０
１
３
年
の
５
月
。
官
民
あ
げ
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や

相
手
国
へ
の
経
済
支
援
を
セ
ッ
ト
に
、

年
に

兆
円

だ
っ
た
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
額
を
、

年
に
は
約
３

倍
の
約

兆
円
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
先
進

国
、
新
興
国
問
わ
ず
鉄
道
、
発
電
所
、
都
市
開
発
な
ど

で
事
業
化
の
動
き
が
顕
在
化
、
さ
ら
に
衛
星
な
ど
の
宇

宙
分
野
で
も
実
績
が
出
始
め
た
。
大
手
企
業
の
ほ
か
今

後
は
中
小
企
業
の
参
画
も
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
政
府
は

上
下
水
道
や
ゴ
ミ
処
理
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
自
治
体
の

イ
ン
フ
ラ
輸
出
も
後
押
し
す
る
考
え
だ
。

官民一体で海外戦略加速
年
に
輸
出
３
倍
兆
円
目
標

新
興
国
の
国
造
り
支
援
大
型
案
件
に
総
合
力
発
揮
大
手
商
社

英
発
電
会
社
を
買
収
東
芝
日
立

東
南
ア
で
水
ビ
ジ
ネ
ス
東
京
都
神
戸
市

トルコで衛星受注三菱電機

丸紅がフィリピンで運営するスアル石炭火力発電所
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ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
大
手
日
系

商
社
な
ど
に
よ
る
テ
ィ
ラ
ワ

工
業
団
地
の
開
発
が
進
む

　
大
手
商
社
も
新
興
国
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
・
運
営
に
向
け

た
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い

る
。
優
れ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
日
系
メ
ー
カ
ー
と

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
む
な

ど
し
て
、
電
力
や
水
、
交
通

と
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
参

画
。
当
該
国
の
国
造
り
支

援
に
携
わ
る
こ
と
で
、
自
社

の
長
期
安
定
的
な
収
益
基
盤

の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

日
本
の
イ
ン
フ
ラ
技
術
・
シ

ス
テ
ム
の
輸
出
促
進
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
最
後
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

と
も
称
さ
れ
、
民

主
化
に
よ
る
経
済
発
展
が
期

待
さ
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
イ
ン
フ
ラ

整
備
案
件
が
見
込
ま
れ
る
同

国
は
、
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
「
イ
ン
フ
ラ
分
野
で
受
注

チ
ャ
ン
ス
が
多
く
あ
る
」

小
林
健
三
菱
商
事
社
長

有
望
市
場
だ
。

ヤ
ン
ゴ
ン
に
団
地

　
ヤ
ン
ゴ
ン
の
南
東
約

に
位
置
す
る
「
テ
ィ
ラ
ワ

経
済
特
別
区
」
。
総
面
積
約

２
４
０
０

を
誇
る
同
経
済

特
区
で
、
三
菱
商
事
、
住
友

商
事
、
丸
紅
の
３
社
と
現
地

の
官
民
に
よ
る
大
規
模
工
業

団
地
の
開
発
が
進
ん
で
い

る
。
敷
地
面
積
４
０
０

、

総
事
業
費
約
１
７
０
億
円
。

年
に
予
定
す
る
開
業
に
向

け
、
商
社
に
よ
る
企
業
誘
致

も
進
ん
で
お
り
、
縫
製
業
や

自
動
車
関
連
企
業
の
進
出
が

見
込
ま
れ
る
。
住
商
の
中
村

邦
晴
社
長
は
「
我
々
の
経
験

と
官
民
連
携
に
よ
り
、
世
界

に
誇
れ
る
経
済
特
区
を
完
成

で
き
る
」
と
自
信
を
示
す
。

　
商
機
は
空
港
や
水
分
野
に

も
広
が
っ
て
い
る
。
三
菱
商

事
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
な
ど
と
、

マ
ン
ダ
レ
ー
国
際
空
港
の
整

備
・
運
営
事
業
の
優
先
交
渉

権
を

年
に
獲
得
。
国
内
の

産
業
活
動
や
観
光
業
の
拡
大

に
よ
り
、
旅
客
需
要
の
伸
び

が
見
込
ま
れ
る
中
、
同
空
港

の
補
修
・
改
善
に
加
え
、

年
間
の
運
営
事
業
を
担
う
予

定
。
現
在
、
現
地
政
府
と
交

渉
を
進
め
て
お
り
、

年
４

月
末
ご
ろ
に
は
正
式
契
約
を

結
ぶ
見
通
し
だ
。

　
水
道
分
野
に
参
画
す
る
の

は
三
井
物
産
。
東
京
都
水
道

局
や
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
な
ど
と
組
ん
で
、
ヤ
ン
ゴ

ン
市
の
水
道
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
乗
り
出
す
。
老
朽
化
し
た

浄
水
場
の
改
修
や
水
道
管
網

の
更
新
だ
け
で
な
く
、
上
水

道
事
業
の
人
材
育
成
ま
で
担

う
こ
と
で
受
注
拡
大
に
つ
な

げ
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
ア
ジ
ア
の
国

々
で
も
、
大
手
商
社
に
よ
る

イ
ン
フ
ラ
開
発
が
活
発
化
し

て
い
る
。

　
伊
藤
忠
商
事
は
九
州
電
力

な
ど
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

地
熱
発
電
事
業
に
乗
り
出

す
。
北
ス
マ
ト
ラ
州
サ
ル
ー

ラ
地
区
に
地
熱
発
電
を
３
基

建
設
し
、

年
か
ら
順
次
運

転
を
始
め
る
。
出
力
は

万

と
同
国
最
大
で
、
単
一

の
地
熱
源
で
は
世
界
最
大
規

模
と
な
る
。

　
鉄
道
分
野
で
も

年
に
、

丸
紅
が
東
芝
と
共
同
で
、
タ

イ
の
バ
ン
コ
ク
市
で

年
に

開
通
予
定
の
路
線
向
け
に
鉄

道
シ
ス
テ
ム
と
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
事
業
を
受
注
し
た
。
車
両

は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
子
会
社
が

製
造
し
、
バ
ン
コ
ク
で
日
本

製
車
両
が
採
用
さ
れ
る
初
の

案
件
と
な
る
。
ま
た
双
日
も

イ
ン
ド
で
現
地
企
業
と
共
同

で
、
デ
リ
ー
―
ム
ン
バ
イ
間

の
貨
物
専
用
鉄
道
の
建
設
工

事
を
受
注
し
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
深
耕

　
ア
フ
リ
カ
市
場
の
深
耕
に

注
力
す
る
の
は
豊
田
通
商
。

特
に
ケ
ニ
ア
で
は
、
国
家
開

発
戦
略
に
関
し
て
同
国
政
府

と
協
力
関
係
を
結
ん
で
お

り
、
地
熱
発
電
所
の
建
設
や

海
水
淡
水
化
に
よ
る
水
供
給

な
ど
の
事
業
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
分
野
で
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
型
化
す
る

ほ
ど
、
日
系
メ
ー
カ
ー
や
現

地
の
政
府
・
企
業
な
ど
と
の

調
整
交
渉
、
事
業
資
金
の
手

配
な
ど
を
担
う
商
社
の
役
割

が
重
要
と
な
る
。
日
本
に
と

っ
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
輸
出
を

通
じ
て
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
確
保
に
向
け
た
資
源

国
と
の
関
係
強
化
や
進
出
日

系
企
業
の
事
業
環
境
改
善
も

見
込
め
る
だ
け
に
、
今
後
も

商
社
の
総
合
力
に
期
待
が
高

ま
る
。

三菱電機の標準衛星プラ
ットフォーム ＤＳ
のイメージ図

日
立
が
英
国
の
高
速
鉄
道
計
画
「
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ

ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｉ
Ｅ
Ｐ

」

向
け
に
受
注
し
た
鉄
道
車
両
の
完
成
予
想
図

　
イ
ン
フ
ラ
輸
出
と
い
え
ば

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
新
興

国
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
今
最
も
ホ
ッ
ト

な
国
が
英
国
。
政
治
が
比
較

的
安
定
し
て
お
り
、
電
力
や

鉄
道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
設
備
の

更
新
需
要
も
旺
盛
だ
。

　
日
本
で
原
子
力
発
電
所
の

運
転
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る

状
況
で
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ

ー
に
と
っ
て
英
国
の
新
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
是
が
非
で
も

獲
得
し
た
い
案
件
だ
っ
た
。

東
芝
は

年
１
月
に
現
地
の

原
子
力
発
電
会
社
を
買
収
す

る
こ
と
で
合
意
、

年
以
降

に
３
基
の
原
発
が
発
電
を
始

め
る
。

　
英
国
で
は
日
立
製
作
所
も

約
１
１
０
０
億
円
で
発
電
会

社
を
買
収
、
４
―
６
基
を
建

設
す
る
予
定
。
両
者
の
特
徴

は
計
画
の
期
初
段
階
か
ら
事

業
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
機

器
の
受
注
を
引
き
出
す
こ

と
。
東
芝
、
日
立
と
も
発
電

会
社
に
な
る
つ
も
り
は
な

く
、
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
事
業
会
社
の
株
式
を
売
却

す
る
考
え
だ
。
今
後
、
こ
の

よ
う
な
方
式
が
新
興
国
で
も

増
え
る
だ
ろ
う
。

鉄
道
車
両
現
地
生
産

　
一
方
、
日
立
に
と
っ
て
英

国
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の

ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

高
速
鉄
道
の
車
両
置
き
換
え

計
画
。
約
８
７
０
車
両
や
運

行
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
受

注
、
総
事
業
費
は
６
０
０
０

億
円
近
く
に
な
る
。
昨
年

月
に
は
海
外
初
と
な
る
車
両

工
場
の
車
両
工
場
に
も
着
手

し
た
。

　
日
立
で
は
単
な
る
ハ
ー
ド

ウ
エ
ア
の
売
り
切
り
型
で
は

な
く
、

年
半
と
い
う
長
期

の
保
守
契
約
を
結
び
サ
ー
ビ

ス
で
稼
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
指
向
し
て
い
る
。
今
後
、

鉄
道
事
業
の
成
長
を
け
ん
引

す
る
の
は
日
本
で
は
な
く
欧

州
。
そ
の
た
め
事
業
全
体
の

司
令
塔
を
英
国
に
移
す
こ
と

も
検
討
し
て
い
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
輸
出
は
「
輸

出
」
で
は
あ
る
が
、
生
産
や

保
守
も
含
め
、
い
か
に
現
地

化
が
で
き
る
か
が
重
要
。
三

菱
電
機
は
ト
ル
コ
の
国
営
通

信
会
社
か
ら
２
基
の
通
信
衛

星
を
受
注
、
２
月
に
１
号
機

が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
ト
ル

コ
は

年
ま
で
に
自
国
で
衛

星
の
生
産
を
計
画
、
三
菱
電

機
側
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
そ
れ

を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
。

欧
米
勢
に
食
い
込
む

　
海
外
の
衛
星
事
業
で
は
欧

米
メ
ー
カ
ー
が
強
く
、
こ
れ

ま
で
ト
ル
コ
も
フ
ラ
ン
ス
企

業
が
す
べ
て
受
注
し
て
き

た
。
三
菱
電
機
に
よ
る
と
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
引
き

合
い
が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
設

計
や
仕
様
を
共
同
で
策
定
、

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
を
三
菱
電
機

が
調
達
し
、
将
来
は
各
国
の

生
産
拠
点
で
組
み
立
て
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
政
府
は
宇
宙
関
連
の
イ
ン

フ
ラ
輸
出
を
成
長
戦
略
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
、
内
閣

府
の
宇
宙
戦
略
室
を
中
心
に

官
民
一
体
で
新
興
国
へ
の
人

工
衛
星
の
輸
出
を
柱
に
据
え

て
い
る
。
三
菱
電
機
や
Ｎ
Ｅ

Ｃ
も
工
場
を
相
次
ぎ
新
設

し
、
官
民
が
協
力
し
て
ア
ジ

ア
な
ど
の
新
興
国
需
要
を
積

極
的
に
取
り
込
む
。

　
受
注
が
増
え
れ
ば
、
部
品

製
造
な
ど
を
手
が
け
る
中
小

企
業
を
含
め
た
関
連
産
業
に

も
波
及
効
果
が
期
待
で
き

る
。
中
小
企
業
の
技
術
は
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
輸
出
産
業
に

育
つ
可
能
性
を
秘
め
て
お

り
、
政
府
は
支
援
策
を
充
実

さ
せ
る
方
針
だ
。

　
民
間
企
業
は
モ
ノ
を
作
る

こ
と
に
た
け
て
い
る
が
、
運

営
ノ
ウ
ハ
ウ
は
意
外
と
自
治

体
が
持
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
。
特
に
こ
れ
か
ら
海
外
で

大
き
な
需
要
が
見
込
ま
れ
る

の
が
水
処
理
だ
。
最
近
は
、

東
京
都
が
タ
イ
の
バ
ン
コ

ク
、
神
戸
市
が
ベ
ト
ナ
ム
の

フ
ー
コ
ッ
ク
な
ど
で
上
水
道

の
事
業
を
手
が
け
る
な
ど
海

外
に
出
る
例
が
相
次
い
で
い

る
。

　
世
界
で
は
仏
ヴ
ェ
オ
リ
ア

や
同
ス
エ
ズ
・
エ
ン
バ
イ
ロ

メ
ン
ト
な
ど
「
水
メ
ジ
ャ

ー
」
と
呼
ば
れ
る
欧
州
の
総

合
水
事
業
会
社
の
存
在
感
が

大
き
い
。
政
府
は
水
ビ
ジ
ネ

ス
で
、
自
治
体
が
持
つ
運
営

ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
に
十
分
に

国
際
競
争
力
が
あ
る
と
み
て

お
り
、
自
治
体
の
海
外
展
開

を
総
合
的
に
支
援
す
る
窓
口

を
内
閣
官
房
に
設
置
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。


